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平成29年11月 水害タイムライン検討会 設置
・タイムラインを学ぶ、タイムラインに対する期待、今後の進め方

平成30年2月 第2回検討会
・H28年8月大雨の振り返り、課題等の抽出
・想定シナリオ・リスクの理解、共有

平成30年6月 第3回検討会
・全国事例の報告
・釧路川の水害リスクの確認
・想定シナリオに基づく行動項目・細目の抽出

平成30年7月 第4回検討会

平成30年8月 第5回検討会
・試行版（案）に基づくステージ4～6の読み合わせ
・各行動項目の確認

3月8日～9日 大雨

平成30年3月 ワーキング会議
・H30年3月大雨対応の振り返り、課題等の抽出

・試行版（案）に基づくステージ1～3の読み合わせ
・各行動項目の確認

検討会の経過



■第1回 検討会（平成29年11月21日開催）

釧路川で水害発生の恐れがある際に、早い段階から関係機関が連携して地域住民
および防災対応者の安全確保を図るための事前防災行動計画作成に向けた検討会が
発足されました。釧路川標茶地区では平成30年夏からの運用を目指し、12の関係機
関が検討会に参加しました。
1回目となる検討会では、昨年大雨の振り返りやタイムライン防災を学ぶなど、

勉強会形式で開催されました。

検討会の様子

検討会の様子



1回目の検討会の報道（NHK釧路放送局）

検討会の様子を伝えた報道



■第2回 検討会（平成30年2月2日開催）

２回目となる検討会は、関係機関や標茶町町内会の方々とグループで議論を行い、
平成28年8月大雨時のそれぞれの行動を振り返りながら防災行動の課題を抽出する
など、防災行動計画作成に向けた議論が始まりました。

（第1部）特別講演の様子 （第2部）検討会ワークショップの様子

検討会の様子



２回目の検討会

検討会の様子



釧路川

標茶水位観測所(KP46.1付近)の状況
平成30年3月9日 17時 最高水位時

平成30年3月の大雨（季節外れの大雨）



釧路川（標茶水位観測所） 年最大水位

今回の出水（速報値）
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昭和35年3月洪水
23.10m

平成30年3月洪水
22.79m

平成28年8月洪水
22.25m

平成30年3月の大雨（観測史上２番目の水位）



平成30年3月 釧路川（標茶町）

平成30年3月の大雨（開運橋付近）



平成30年3月 釧路川（標茶町）

平成30年3月の大雨（関係機関の排水活動）



H30年3月大雨の振り返り

検討会の様子



H30年3月大雨の振り返り

検討会の様子



H30年3月大雨の振り返り

検討会の様子



■第3回 検討会（平成30年6月18日開催）

３回目となる検討会は、今年3月に発生した大雨による避難行動の振り返りや、
全国のタイムライン事例の共有、タイムラインステージごとの行動細目の確認を行
いました。

タイムライン検討会の様子

検討会の様子



■第4回 検討会（平成30年7月24日開催）

４回目となる検討会は、これまでの検討会で関係機関が抽出した行動項目（タイ
ムライン試行版作成へのたたき台）をもとに読み合わせを行い、関係機関が連携す
るにあたっての課題等を抽出しました。

タイムライン検討会の様子

検討会の様子



■第５回 検討会（平成30年8月23日開催）

今回の検討会では、これまでの検討会で関係機関が抽出した各ステージの行動項
目をもとにした読み合わせが完了し、タイムライン試行版の完成に向けた節目の会
となりました。

検討会の様子



タイムラインステージについて
★災害の切迫度に合わせて、防災関係機関は警戒レベルを上げて対応をとることが求められます。
★そこで、標茶町の意思決定項目・タイミングを踏まえ、事務局にて、６区分の「タイムラインステージ
（TLステージ）」を設定しました。

★タイムラインでは、標茶町及び防災関係機関が警戒レベルを共有して行動できるように、防災行動
の段階を「タイムラインステージ（TLステージ）」で表します。



平成29年11月 水害タイムライン検討会 設置
・タイムラインを学ぶ、タイムラインに対する期待、今後の進め方

平成30年2月 第2回検討会
・H28年8月大雨の振り返り、課題等の抽出
・想定シナリオ・リスクの理解、共有

平成30年3月 第3回検討会
・防災対応行動項目の抽出
・行動細目の整理

平成30年6月 第4回検討会
・タイムライン１次案
・追加する行動項目・細目の検討
・各行動細目の実施時期と所要時間の検討

平成30年7月 第5回検討会
・タイムライン２次案
・読み合わせ形式による内容確認
・各行動項目の担当・連携機関の検討
・連携上の課題抽出・対応検討

平成30年2月 第2回検討会
・H28年8月大雨の振り返り、課題等の抽出
・想定シナリオ・リスクの理解、共有

平成30年6月 第3回検討会
・全国事例の報告
・釧路川の水害リスクの確認
・想定シナリオに基づく行動項目・細目の抽出

平成30年7月 第4回検討会

平成30年8月 第5回検討会
・試行版（案）に基づくステージ4～6の読み合わせ
・各行動項目の確認

3月8日～9日 大雨

平成30年3月 ワーキング会議
・H30年3月大雨対応の振り返り、課題等の抽出

当初の予定

・試行版（案）に基づくステージ1～3の読み合わせ
・各行動項目の確認

約
９
ヶ
月

検討会 当初の予定と実際の検討会



・顔が見える関係の構築

・早め早めの防災行動の確立、
漏れ・抜け・落ちの解消

・住民の早期避難

・防災機関、町内会が一丸となった災害対応の実施

タイムライン検討会の様子
（第1回釧路川標茶地区水害タイムライン検討会より）

タイムラインの効果



• タイムラインにより、実態に即した水防体制の見直
しや改善を行うことが必要。

• 今回のタイムラインを確実な住民の避難行動に結び
つけるためにも、地域のタイムラインが必要。

河川
事務所

役場

釧路川（標茶地区）
タイムライン

振興局

気象台

警察・消防
自衛隊

自治会連合
町内会

建設業協会

地域のタイムライン
（町内会レベル）

標茶町タイムラインへの期待



・今後は、タイムラインに基づく図上演習などを踏ま
えたふり返りを行い、タイムライン試行版や対応シー
トの見直しを行っていくことに期待します。

PLAN
策定

CHECK
ふり返り・検証

DO
運用・試行

ACTION
改善

標茶町タイムラインへの期待


